
平成30年度栃木県小学校長会中央研究大会

「先生が忙しすぎる」をあきらめない

働き方改革はなぜ必要か、なにを行うか

2018年6月29日

妹尾 昌俊
教育研究家、学校マネジメントコンサルタント
文部科学省 学校業務改善アドバイザー
中教審「学校における働き方改革特別部会」委員
NPO法人まちと学校のみらい 理事

senoom879@gmail.com
http://senoom.hateblo.jp



自己紹介 妹尾 昌俊

 徳島県出身（いなかの公立小中高で育つ）、神奈川県逗子市在住。
趣味は歴史もの（戦国うんちく、旅、ゲーム）、海でSUP

 ４人の子持ち、育児・教育には日々修行中の身です。

 学校づくり、学校マネジメントはライフワークのひとつ。
 前職の野村総合研究所では、学校評価や組織マネジメント、地域とともにある学校づくり（コミュニティスクール等）について全国調査。

2016年7月から独立、“元気な学校づくり、地域づくりを伴走し広げる”をミッションに、教職員向け研修やコンサル、
学校改善、業務改善支援などを行っています。

 学校業務改善アドバイザー（文科省、埼玉県、横浜市ほか）、中央教育審議会「学校における働き方改革特別部会」委員、
スポーツ庁「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン作成検討会議」委員。

 学校事務職員等を応援する「未来への風プロジェクト」（詳しくはウェブとFacebook）を運営中！

 たまにブログ更新。オンラインゼミ（勉強会サロン）も開催中。よかったらFacebook、Twitter （妹尾昌俊で検索）も気軽に
メッセージお願いします。
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2018/2/8 中教審で提案



教職員定数（国の標準）の決め方は今のままでいいのか？

基本的には学級数に応じて国の標準が決まる。
⇒１人の教員がどのくらい授業をもつとか、どのくらい労働時間が
かかるか等は、一切考慮されない。

小学校では学級担任制を前提としているので（教科担任制ではないの
で）、中高と比べて、著しく教員数が少ない算定式。
⇒道徳、英語も増え、9教科、10教科も教えるなんて無理ゲー？

3

2018/2/8 中教審で提案



日本の先生たちは働き過ぎている。
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文科省「教員勤務実態調査」（2016年実施）

《小学校》

自宅残業（平均で週約５時間）

を含むと
約６割（57.8％）が
過労死ライン



産業別1週間の労働時間の分布
他業界と比べても、学校の長時間過密労働は異常
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小中学校以外は「労働力調査（2016年度）」、小中学校は「教員勤務実態調査（2016年実施）」をもとに作成
※週35時間以上勤務の人のみを集計対象

週６０時間（≒過労死ライン）
以上働いている割合

週８０時間（≒月残業160時間）
以上働いている割合
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（ある教員の声）忙しくても、子どもたちのために前向きな
ら、いいでしょう？

（ある校長の声）毎日遅くまで熱心にやってくださる先生に
「早く帰れ」ってなかなか言えませんよ。

★★教職員の長時間労働はどんな問題、マイナス影響
があると思いますか？ ★★



（ ）教師の過労死

2011年6月6日（月）午前1時頃、堺市立中学校に勤務する26歳
の教師、前田大仁さんが1人暮らしの自宅アパートで突然亡くな
りました 。虚血性心疾患でした。前田先生は「熱血先生」と慕わ
れ、市教育委員会の教員募集ポスターのモデルにもなったことも
ありました。

前田先生は2年目で、2年1組のクラス担任ならびに経験のない
バレー部の顧問を務めていました。理科の教科担当としてプリン
ト等を作成するなど熱心に授業準備を行うとともに、学級通信を
ほぼ毎週発行するなど、教育に情熱をもってあたっていました。
部活動では、部員が記入する個人別のクラブノートに励ましや助
言をびっしりコメントしていました。

発症前6か月間の時間外勤務は月60～70時間前後と過労死認
定基準に満たない時間しか認められませんでしたが、「相当程度
の自宅作業を行っていたことが推認される」として、地方公務員
災害補償基金は2014年に公務上の過労死として認定しました。

7参考）松丸正「運動部顧問の教師、長時間勤務の下での過労死」『季刊教育法』2016年6月、朝日新聞2015年3月5日
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＜なんのために早く帰るんだ！？＞

人は３つのことから学ぶ（出口治明氏）。



愛知教育大学等「教員の仕事と意識に関する調査」（2015年実施）
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小学校1,482人、中学校1,753人、
高等学校2,138人の教員が回答。

一番の悩みは
授業準備不足。
生活のゆとりも
ない。

こんな状態で
新学習指導要領のめざす

質の高い教育は
できるのか？



かなりおススメ本
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統計学者ウォールドの指摘
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長時間労働の影響、少なくとも６点
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１．心身ともに疲れる、病気になる。倒れる。
 バーンアウトやうつ、過労死、自殺に発展するケースも。

２．個人レベルでは、授業準備や（ ）の時間が減る。
組織レベルでも（ ）が減る。

 教職員個人にとっては、読書や趣味、好きなことを追求する時間などが減ること
で、広い意味での自己研鑽が犠牲となってしまう。

 学校という組織、チーム単位で捉えても、個業が増え、組織的な改善や学習が進
みにくくなる。その結果、さらに多忙化が進む悪循環にもなりかねない。

３．仕事の能率も下がり、ミスが起きやすくなる。子どもに接するときも丁寧にできない、
ちょっとしたサインを見逃してしまう。 ⇒ ミスや問題の火消しのためさらに多忙に。

４．長時間労働を厭わない、熱血教師だけが働ける職場となる。

 団塊世代が後期高齢者 ⇒介護、育児、病気を抱えながら仕事をするが普通に。

５．「ともかく長く働けばよい」と生産性やワークライフバランスを軽視することが子どもへ
影響する。 （＝隠れたカリキュラムのひとつ）

６．教員の仕事が不人気に。採用倍率低下ともあいまって質低下。
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＜働き方改革の意味は？＞

あなたにとって、学校の“働き方改革”、
あるいは長時間労働の削減とは何ですか？
なんのためですか？
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◎なぜ、どうして、学校（教職員）はこうも忙しいの
でしょうか？



あふれる“〇〇教育”、“××指導”
藤原和博（2013）『負ける力』（ポプラ社、p.211）

いまでも、一人の教員が教科を上手に教え、
生活指導とすべての児童生徒に関わる事務手続きをし、
防犯や防災に気をつけながら、
一人一人のアレルギーをチェックし、
AED（心肺蘇生用の医療機器）を使えるようにし、
環境教育や情報教育に慣れ、
福祉ボランティア教育と国際理解教育を教え、
さらに食育にも消費者教育にも気を配り、
尖閣諸島や北方領土への意識を盛りたてて日本人として誇りを持たせ、
おまけにスポーツ指導や部活を担当しながら、
要望が強くなりがちな保護者の声に応える
・・・・・・・なんて、一人の人間のやることとして明らかに無理があります。
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こんな会話、職員室で、あるは保護者のあいだで、ありませんか？

えっ！？○○を今年からやめるんですか？
そんなー、楽しみにしている児童・生徒がかわいそうですよ。

△△の縮小には反対です。やらないより、やったほうが
ゼッタイよいと思います。
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教職員の仕事は３種類ある。



運動会など学校行事 感動の裏にあるもの
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あなたの身近なところにできることはある（半径３メートルからの学校改善）
前田康裕『まんがで知る教師の学び』
何をしたかを書くのではなく、「どんなことを学んだか」を書く＋教師はチェックボックスだけ
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なんのためにやっているのか？指導案をつくるための授業研究会か？
そもそも論を大切にして改善を続ける。 事例：横浜市立永田台小学校
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指導案は１枚紙で
チャレンジしたいこと、
もやっとしている
ことを可視化

問題意識のある
テーマで教職員
＋外部人材でWS



あなたの身近なところにできることはある
半径３メートルからの学校改善 横浜市立富士見台小学校
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半径３メートルからの学校改善 横浜市立富士見台小学校
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◎教員の手から離せるものは離そう。
中教審 学校における働き方改革 中間まとめ
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学校の課題・ビジョンと
関係性高い

中 低い

多忙化への
影響 大

 部活動の時間が長い
 成績処理の方法が煩
雑で時間をとる

中
 キャリア教育の協
力者との調整が手
間

 会議が非効率で長い
 12月の校外学習は
準備が大変なわりに
は効果薄い

小
 学年便りの作成や学
校HPの更新

優先度高く実施

学校の課題・ビジョンを明確化（具体化）できれば、
多忙化への取組で優先度の高いものも見えてくる。



◎多忙の内訳を見よ：何に時間を使っているのか？
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小学校教諭の平日１日

従事時間

（分）
比重

従事時間

（分）
比重

時間差

（分）
授業 268 36.5% 264 42.3% 4

授業準備 99 13.5% 66 10.6% 33

学習指導（補習・個別指導等） 16 2.2% 14 2.2% 2

朝の業務 37 5.0% 35 5.6% 2

成績処理、試験の作成・採点、提出物確認等 41 5.6% 29 4.6% 12

学校行事、生徒会・児童会 38 5.2% 24 3.8% 14

給食、掃除、登下校、休み時間等の指導 65 8.8% 58 9.3% 7

個別の生徒指導、進路指導、カウンセリング 5 0.7% 5 0.8% 0

部活動・クラブ活動 9 1.2% 5 0.8% 4

学年・学級経営（学活、連絡帳、学級通信等） 29 3.9% 21 3.4% 8

学校経営、校務分掌業務等 26 3.5% 20 3.2% 6

会議、打ち合わせ 34 4.6% 26 4.2% 8

事務 20 2.7% 15 2.4% 5

研修 27 3.7% 26 4.2% 1

保護者・地域対応 9 1.2% 6 1.0% 3

その他 12 1.6% 10 1.6% 2

合計 735 100.0% 624 100.0% 111

出所）中央教育審議会の事務局資料（2017年10月20日）を加工・編集のうえ作成 

週60時間以上 週60時間未満



東京都調査 小学校教諭

27出所）東京都公立学校教員勤務実態調査（2017年6～7月実施）



全国教頭会の調査（2017年6月、7月）
（中教審部会2018年5月18日にて報告、意見交換）

１日の勤務時間が12時間を超えている
（≒過労死ラインを超えている）副校長・教頭は

小学校約78％、中学校約84％
副校長・教頭の有給休暇の取得状況は、
１日以上５日未満が最も多く
小学校52％、中学校60％

副校長・教頭は人材育成に
時間をかけられていない。
⇒学級経営や授業につまずく
教師を立て直せない

⇒多忙の悪循環に
28



横浜市で民間人校長をしていた平川理恵さん（現・広島県教育長）の実践
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人材育成で気をつけたいこと
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耳の痛いことも伝えているか

しっかり伝えられるように、根拠となる
SBI情報を収集せよ

悠長に構えてばかりいないで、
リアルタイムフィードバックを
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◎あなたはどうしていきたいですか？
学校の長時間労働の問題についてどんなことに
取り組みたいですか？



気軽にコンタクトください
ご意見、講演・研修依頼、読書会なども歓迎です～

妹尾 昌俊

学校マネジメントコンサルタント

senoom879@gmail.com

★Facebook Twitter実名

★Yahoo! 個人

★ブログ：妹尾昌俊アイデアノート
http://senoom.hateblo.jp

★書評サイト Books for Teachers 
http://bookfort.hatenablog.com/

★オンラインゼミ（交流サロン）

元気な学校づくりゼミ
（Facebookグループ）
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